
第1部：特別講演
　　　 －健康管理は社員自身にやらせなさい－
　　　 岡山大学大学院医歯薬学総合研究科
　　　 疫学（衛生学）分野　講師　    高尾総司先生

第2部：事例報告
　　　 －社会保険労務士によるメンタル対応支援－
　　　 社会保険労務士法人桑原事務所　森　悠太先生

第3部：商品案内

プログラム

2017年7月26日（水）
15:00～17:00
受付開始14:30

TKP博多駅前シティーセンター
福岡県福岡市博多区博多駅前3-2-1
日本生命博多駅前ビル8F 
7月19日（水）
100名
無料
一般財団法人日本予防医学協会
九州事業部　営業部
TEL:092-473-1520

会　場　：

締　切　：
定　員　：
参加費　：
問合せ　：

日　時　：

※定員に達し次第、受付を締め切らせていただきますのでご了承ください
勉強会申込書 092-481-3242

（合計　　名）

電話番号

会社・団体名

参加者氏名
フリガナ

フリガナ

企業におけるルール・業務遂行レベルに着目した

『新しい』メンタルヘルス対策
企業におけるルール・業務遂行レベルに着目した

『新しい』メンタルヘルス対策

WEBでのお申し込みはこちらから→
ご記入頂いた個人情報につきましては、適切にお取扱いい
たします。弊会の個人情報の取扱についての方針はホーム
ページをご確認ください。

ＦＡＸ送信先

これまでのメンタルヘルス対策は、上司に「うつ病」の知
識を学ばせ・対応させるといった、主として「医療的アプロ
ーチ」に基づくものでした。

主な問題点
(1)対象となる社員（当該社員）の「業務遂行レベル」ではなく、
    「疾病レベル」に着目しがち
(2)当該社員への配慮にのみ着目するため、上司も含めた周囲
     の負担が考慮されていない
(3)リスクマネジメントの観点からは、極めて脆弱な面がある

さらに、最大の難点は「医療的アプローチ」を用いるゆえ
に、とにかく人事労務担当者から見れば、根本となる就業
規則のようなルールがなく、「メンタルヘルス対応は難し
い」と感じられ、結果、医療職に任せるほかなく、人事労務
担当者として、明確な判断指針に基づき、自信を持って対
応するということが容易ではありませんでした。

岡山大学産業医グループでは、このような問題点を解決
するため、人事労務および上司の行うべき通常の労務管
理内において、メンタルヘルス対応はどのように実施可能
なのかという、いわば「業務的」な視点から整理しなおし
た総合的対策を約10年間にわたって実践して来た過程
で、導入済企業からは「もう従来のメンタルヘルス対応に
は戻れない」と評価を得られています。

今回の勉強会ではこの新しいメンタルヘルス対策を皆さ
まにご紹介します。

これまでのメンタルヘルス対策は問題解決にならないと感じている方に
是非参加いただきたい勉強会です

特別講演
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